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株主の皆様へ

岩盤収益基盤×
新規セキュリティ領域の
強化で新たな成長段階へ

代表取締役グループ代表
会長 兼 社長執行役員・CEO

熊谷 正寿

インフラ・金融のコア事業が堅調に推移

当第2四半期の連結業績は、インフラ事業、金融事業が業績
を牽引したものの、昨年のインキュベーション事業による投
資有価証券の一部売却による100億円の利益貢献が剥落
したことにより、対前年同期比では減収減益となりました。
インターネットインフラ事業は、引き続き決済事業が好調
に推移し増益のドライバーとなりましたが、フリーナンス事
業での一部顧客への貸倒引当金10.9億円の計上があり
ました。広告・メディア事業では、一部業種の反動減にとも
なう売上減少に加え、人件費などのコストが先行したこと
で減益となりました。金融事業では、店頭FXが引き続き強
く、CFD取引高も高水準を維持し、タイ証券での貸倒引当
金の追加計上がありましたが増益となりました。暗号資産
事業は、市場全体の取引高が低迷しており営業損失を計上
しましたが、内部的な改善を継続しています。今期は引当
金の計上が金融のみならずインフラ事業でも起きてしまっ
たことを重く受け止めています。このような事案の再発防
止に努め各事業の管理体制の見直しとグループガバナン
スの強化を徹底してまいります。
当社グループでは岩盤ストック収益と自社開発・自社運用
の強みを活かし、さらにAI活用No.1企業へと成長を続け
てまいります。今後も当社グループ事業のさらなる発展に
ご期待ください。



連結業績ダイジェスト（2023年4月1日　 2023年6月30日）

▼第2四半期決算のポイント

当第2四半期

（前年同期比51.4%減）

営業利益

（前年同期比7.3%減）

売上高

64,450百万円 9,627百万円

▼セグメント別の概況 （単位百万円、カッコ内は前年同四半期比増減率）
インターネットインフラ事業

42,548（16.0%増）売上高 6,007 （7.5%増）営業利益

当四半期のポイント
●�決済の拡大をはじめNo.1サービス全てが成長し、増収増益
●フリーナンス事業で滞留債権が発生し、貸倒10.9億円を計上

インターネット広告・メディア事業

8,435 （0.9%減）売上高 358（34.6%減）営業利益

当四半期のポイント
●自社メディアは堅調ながら広告代理が伸びず、売上高は微減
●前年の人財投資による人員増等を受けて費用が先行し、減益

インターネット金融事業

12,265（18.3%増）売上高 3,834（28.9%増）営業利益

当四半期のポイント
●CFD取引高が堅調に推移、FXの収益性改善も進み、増収増益
●タイの証券事業における貸倒引当金繰入額9.8億円を追加計上

暗号資産事業

958（26.0%減）売上高 △484 （ − ）営業利益

当四半期のポイント
●��マーケットの低調を受け売買代金が減少し、減収・損失計上
●�逆風の中で銘柄追加や顧客獲得に努め、口座数は堅調に増加



クローズアップサマリー

▼インターネットインフラ事業
実績・評価が拡がるサイバーセキュリティ

日本1位、世界1位
（全187チーム中）

日本1位、世界13位
（全672チーム中）

日本1位、世界5位
（全997チーム中）

日本1位、世界4位
（全476チーム中）

● セキュリティコンテスト

● 公共機関との取り組み

セキュリティ事業は、スローガン「すべての人に安心・安全なイン
ターネットを」を具現化すべく、日本最強のホワイトハッカー集
団であるGMOサイバーセキュリティ byイエラエのサービス提
供を強化し、多くの実績を上げています。
攻撃者の視点を把握したホワイトハッカーによる脆弱性診断は、
世界中の幅広い業界・業種の企業様に6,000件以上のご利用
をいただき、金融機関様における導入も拡がっています。イエ
ラエは、その優れた技術力により、国内外のコンテストでNo.1
を獲得し、政府や警察署、防衛省が進めるサイバー犯罪対策で
は、専門部隊の教育・研修をお手伝いしています。
2023年は、「脆弱性調査研究チーム」を新たに立ち上げ、セ
キュリティコンテストの世界大会では、参加した全4大会で日本
チームとしてNo.1の座に輝きました。また同チームは、IoT フォ
レンジック技術を用いた解析で捜査協力し、長野県警察本部様
より感謝状をいただきました。今後も技術力を高めながら、イン
ターネットを利用するすべての人々をサイバー攻撃から守り続
けてまいります。

参加した世界的な4大会全てにおいて日本チームとしてNo.1に

IoTフォレンジック技術により捜査協力
長野県警より感謝状を授受

サイバーセキュリティ診断　6,000件以上
世界最大級
コンテスト No.1 国内最大級

コンテスト No.1 ホワイト
ハッカー在籍数No.1

総 務 大 臣
奨励賞を授受

警察庁より
感謝状を授受



AI活用No.1企業グループへ

① 時間とコストの節約

② 既存サービスの質向上

③ AI産業への新サービス提供

近年、急速な進化を遂げているAI技術について、当社グループは
「時間とコストの節約」「既存サービスの質向上」「AI産業への新
サービス提供」の三つのテーマで対応・活用を進めています。時間
とコストの節約では、社内の生産性向上につなげるべく、グループ
のパートナー全員がAIに慣れ親しみ、実際に業務に活用することを
重視し、AI活用に詳しい木内翔大氏と茶圓将裕氏を顧問に迎え、社
内オンラインセミナーを実施しています。また「ChatGPT 業務活
用コンテスト」や、パートナーのAIリテラシーと利活用度をテスト判
定する「GMO AIパスポート」を開始しました。既存サービスの質向
上では、インターネットインフラ事業およびインターネット広告・メ
ディア事業の各サービスにおいて、文章生成AIや画像生成AIを組
み込んだ機能強化がスタートしています。そしてAI産業への新サー
ビス提供では、AIスタートアップを支援するインフラとして、GPUホ
スティングサービス「ConoHa for AI」と、「GMO AIセキュリティ診
断for GPT」をリリースしました。当社グループは、「AI活用No.1企
業グループ」をスローガンに掲げ、AIを積極的に経営に取り入れな
がら、AI産業の活性化に貢献してまいります。

最新動向や最新ツールの理解を深めるため専門家によるオンラ
インセミナーを月2回実施

機能強化に向け、各サービスで組み込みがスタート

AI産業のインフラとなるサービスを順次リリース

①業務活用コンテストを4月よりスタート
②�全パートナーの100％ ChatGPT（AI）業務活用に向け、AIテ

スト「GMO AIパスポート」を8月から実施

● AI教育の強化

● AI活用の推進

インフラ 広告・メディア



（受付時間：土日祝祭日等を除く平日9:00～17:00） 

（受付時間：土日祝祭日及び会社休業日を除く平日10:00～18:00）

専用ホームページ https://yutai.gmo.jp/
お問い合わせ先 03-6633-4355

⃝株主優待はこちら（GMOインターネットグループ株式会社 株主優待事務局）

0120-782-031（フリーダイヤル）

⃝株式事務手続きはこちら（三井住友信託銀行株式会社 証券代行部）

6、12月末日において1単元以上所有の株主様に対し、株主優待関
連書類を郵送にて送付しています（郵送の目安：6月末→9月下
旬／12月末→3月中旬）。下記1～4の内容すべてを併用いただく
と12,100円相当と大変お得な内容になっております。

1　四半期配当

2.�GMOクリック証券における当社株式買付手数料CB
1.GMOコインにおけるビットコイン付与2,100円分

3.GMOクリック証券での売買手数料CB
4.�GMOインターネットグループがご提供する各種サービスのご利用料

※�株主優待の申請手続きやより詳しい情報につきましては専用ホーム
ページをご確認ください。▶https://yutai.gmo.jp/

2　株主優待

詳細につきましては同封の「株主優待のご案内」
に記載の内容をご覧ください。ご利用方法やお
得なサービス等をご紹介しています。

「株主優待のご案内」もご覧ください。

※�ログインには「株主番号」「郵便番号」が必要となります。
株主番号につきましては同封の「配当金計算書」をご参照
ください。または、三井住友信託銀行株式会社（下記連絡
先ご参照）でもご案内しております。

3　お問い合わせ先

１
〜
４ 

す
べ
て
利
用
可
能

▼期初方針に基づき7.5円の配当

（単位：円） １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 配当総額

2023年 12.2 7.5 — — 19.7

2022年 19.6 28.0 00.0 00.0 47.6

株主様向けインフォメーション


